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小

池

s
之

.

一
般
に
經
濟
學
は
そ
の
上
限
及
び
下
限
に
於
て
一
層
极
本
的
な
る
問
題
、
自
己
^
ら
の
認
識
2
1的
及
び
認
識
方
法
に
關
す
る
恶
礎
概 

念
並
び
に
悲
礎
朌
现
を
與
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
前
提
す
る
以
上
、
經
濟
學
は
必
然
的
に
一
宛
の
哲
學
的
现
論
と
の
間
に
內
而
的
、 

有
機
的
關
係
を
有
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
、
に
■

㈣
铒
學
乃
至
經
濟
科
_

的
思
索
の
#
在
の
理
ぬ
が
存
す
る
。
鍵
に
浩
擀
な
る 

p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e 

in 

d
e
r

 

Volkswirtschaftslehre. 2 B
d
e
s
B
d
.
1
.
1
9
2
3
.

 

B
d
.
I
I
.
1
9
2
6
)

を
#

は
し
、
更
に 

D
i
g

 

E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g

 

d
c
r

 

t
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h
s

 

V
o
l
k
s
w
i
r
t
schaftslehre 

i
m

 

ersten 

Vlertei 
d
es 

2
p
J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
s
.

1
9
2
7
.に
於
て
該
博
资
^
な
る
文
献
の
渉
激 

と
引
圯
と
に
ょ
つ
て
經
濟
擧
史
乃
至
經
濟
禅
學
史
上
に
貢
献
し
た
.ス
ラ
ニ
ィ
*
ゥ
ン
ガ
ア
は
前
揭
0

$

&
。げ
^

W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
p
h
i
l
o
-

 

S
o
p
h
i
e
.

に
於
て
盟
約
的
に
鞒
璺
と
經
濟
と
の
間
の
交
渉
の
'史
的
發
展
を
叙
述
し
て
ゐ
る
。
彼
が
本
書
に
於
て
意
圖
し
た
處
は
方
法
論 

及
び
愤
侦
判
斷
に
對
す
る
論
爭
を
經
濟
铒
學
史
に
於
け
：る
蓉
し
き
一
一
つ
の
問
題
と
し
て
擧
示
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
經
濟
學
と
铒
學
と 

の
問
に
存
す
る
思
惝
範
圍
の
發
展
を
刺
戟
する

；！

一
つ
.

Q

源
：

I

水
で
ぁ
■る
と
..爲
ず
に
ぁ
つ
た
。
彼
は
經
濟
背
學
の
本
質
及
限
界
の
：不
明
確
な 

る
事
を
啓
蒙
時
代
..の
韧
期
に
於
け
る
經
濟
學
の折

！：

學
へ
の
沒
入
に
ま
で
遡
つ
て
原
目
#

け
た
後
、
經
濟
哲
學
的
思
索
に
對
し
て1

一
つ
の 

倾
向
を
認
め
る
。
即
ち
理
論
的
に
深
く
恶
礎
付
け
：ら
れ
た
經
濟
向
身
の
學
、
就
中
理
念
型(

c
e
a
l
t
y
p
u
s
)

的
な
抽
象
に
ょ
づ
て
實
際
坐

汲
の
經
濟
現
象
か
ら
意
識
的
に
隔
|5
.
せ
る
歡
澈
關
係
に
_

ず
る
硏
究
に
敎
し
て
'

氍
_

_

#
祗
71
.
び
齄
蔣
时
思
惟
に
_
し
て
の
認
詉
に 

經
濟
莉
學
異
礎
付
け
ん
と
す
る
立
當
ぁ
っ
て
は
、
そ
れ
は
經
濟
學
4:
"

_
と
か
i

-ぼ

與

^

心
惟g

圍
と
し
て
構
成
さ
れ
て
ゐ 

る
。
此
の
場
合「

典
礎
付
け」

の
手
段
と
し
て
の
饵
學
の
伍
務
を
注
意
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
經
濟
學
の
論
理
的
•認
識
論
的
且
つ
方
法
論
的 

概
念
■

成
を
持
ち
來
す
が
、
他

方「

個
々
科
學
の
結
见
の
餘
合j

と
し
て
の
称
學
の
意
味
に
於
^

る

經

濟

铒

學

は

世

媒

觀

の

一

.
般

时

觀 

辦
の
下
に
於
け
冬
經
濟
理
論
の解

！
：

を
意
味
す
る
.

o
こ
の
意
味
に
於
て
經
濟
敕
學
が
獨
立
：の
學
と
し
て
#
莅
を
認
め
ら
れ
る
に
栗
つ
た 

の
は
近
時
の
琪
で
あ

る

に
も
枸
は
ら
ず

、
，
'あ
ら
ゆ
る
經
濟
理
論
：は
世
报
觀
的
從
つ
て
.又
箱
.数
的
核
心
を
有
す
る
敢
故
に
、
敕
學
と
經
濟 

#

の
鈴
合
の
歷
史
的
認
識
即
ち
經
濟
符
學
史
は
經
濟
學
の
こ
の
孩
心
に
よ
る
理
論
史
的
愉
討
に
初
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

：

'

斯
く
し
て
ス
ラ
ニ
イ•

ゥ
シ
ガ
ア
は
第
一
章
に
於
て

「

經
濟
料
»

の
本
質
と
限
界

0 -

考
察
を
爲
し
た
後
に
第
ニ
章
に
於
て
.

「

經
濟
理 

論
の
対
學
的
叛
礎

」

.に
就
い
て

Q

ベ
て
ゐ
る
？

.

'

:
.'■
?

m

農
學
派
の
创
始
盏
ヶ
ネ
ー
の.

思
想

.

は
一
方
に
はg

然
神
學
に
跋.

礎
を
遛
い
龙
1
1
1
1
的

論

的
,#

機
械
論
的
.世
報
觀
と
他
方
に
は
ギ
リ
シ 

ャ
以
來
の
.辨
學
的
傅
銃
殊に
自
然
法
の
影
響

O'
下
に
經
濟
的
自
山の
確
信
を
抱
い
たが
：、

ス
七
ト
ラ
ンK ,

o

道
德
斯
學
の
影
響
を
ぅ
け 

た
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
は
筑
農
學
派
の
偏
狹
を
脫
し
て
統一
的
國
M
經
濟
學
の
形
成
に
赴
い
た。
經
濟
贺
學
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
重
農
裂
派 

及
び
十
14
典
學
派
は
啓
蒙
時
代
の
辊
學
に
そ
の
根
底
を
置
い
て
ゐ
る
の

.

で
あ
る
が
、
啓
蒙
時
代
の
思
潮
に
よ
つ
て
喚
び
起
さ
れ
た
思
想
的 

反
動
は
經
濟
學
の
發
展
の
上
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
置
か
な
か
つ
：た

0
そ
の
轉
向
を
持
ち
來
した
も
の
は
獨
逸
觀
念
論
で’
あ
る
。
力 

y-
卜
に
出
發
し
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
つ
て
發
展
せ
し
め
ら
れ
た
そ
の
思
想
は
シ
ュ
リ
ン
グ
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
へ
ル
、
フ
リ
ィ
ド
リ
ッ
ヒ
•

シ
ュ
レ
ー

.

ゲ
ル
を

_

じ
て
社
#
科
學
に
影
響
を
及
ぼし
、
.
特
に
經
膨
學
の
範
圍
に
於
て
：は
:̂
'
.の
浪
曼
的
思
想
によ

つ

て

、

ア

グ

み

，
ミ
ュ 

丨
ラ
ア
の
指
综
の
下
に
與
敢
な
る
改
苹
者
が
權
成
さ
れ
た
。
彼
等
は
抽
：象
化
•
，孤
立
化
を
排
除
し
、
繁
關
係
を
有
機
的
結
合
に
於
て
、
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r

Q
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(

マ
四
七
。

〕
文
化
發
展
の
流
れ
に
於
て
把
捉
せ
ん
と
す
る
所
に
ナ
|-
|
1|
1
1ハ
双
派
に

»
す
る
‘對
立
が
ft

取
せ
ら
れ
る
。
歷
史
取
派
は
こ

の
浪
#

、ヂ
義
荠
に
よ 

つ
て
八
企
て
ら
れ
紅
#

機
的
.世
娘
®

を
採
り
入
れ
る
と
共
に
、

一
方
に
は
コ
ン
ト
の
W

說
キ
：義
，と

他

方

に

は

歷

灾

法

學

に

よ

つ

て

影
！
：

さ

，

古

典

學

派

：が

硬

化

f

に
敗
り
歷
史
敬
派
が
そ
の
相
爵
聽
麥
以
て
.
f

 

m
た
時
、
现
論
的
反
動
の
_

ー、面
と
し
て
、
へ
マ
ル
ク
ス
虫 

.義
ば
獨
逸
觀
念
論
V
 

.勝
西
啓
蒙
捋
擧
及
伏
迸
典
襲
か
碧
现
論
を
據
“

來
つ
で
自
&

の
、體
系
的
擊
怒
權
成
し
た
。
.

M

に
他
の
十 

_

と
し
でg

禪
的5

^

方
法6
衡g
ば
.限
界
效
附
现
論
、
.
經
濟
的
均
衡
論
、
、ゲ
:̂

ズ
ず
ッ
^ ;

歇
.派
及
び
ク
：ラ
ア
ク
.學
派
を
窗
.
^
.し
た
0
 

M'
:

し
，て
1

尨

，に
於
て
マ
ル
ク
ス
^
警

:̂
;
:
吖

狀

に

於

で

艺

：に

對

於

忒

倐

诋

乾

し

ぐ

は

發

歡

が

#:
.
ず

を

と

：同

峙
:̂

、.
'他
方
ゲ
.ル
グ
.丨 

的
經
W

敷
に
對
ず
苍
反
對
ば
マ
ル
ダ
ズ
弃
_

を
克
服
ず
る
と
歟
に
.多
く
の
經
1

體
系
於
作
れ
出
1 .

て
ゐ
'る
0:
厂 

論
‘
の
，虫
襄
傾
向
と
じ
て
ス
1

フu

ィy

ウ
ン
ガ
ア
は
カ
ジ
セ
ル
の
學
說
、
リ
す
フ

':

マ
：ン
の
现
論
、
社
會
的
法
的
學
派
、
普
遍
生
義
及
び
制 

度
虫
義
を
擧
げ
て
ゐ
る
0 ;
''
.

;

'

'

く
；
 

.
: '
:

; '
..
:

:'
:

.

,

:

ゾ
ュ
モ
ラ
ー
對
メ
ン
ガK

の
方
法i

^

は
經
濟
■

方
法
論
史
上
.一
時
期
も
割
ず
る
む
の
で
办
つ
て
ッ
限
琢
效
用
敏
說
は
經
濟
现
論
に 

於
て
の
み
紅
レ
ず
又
經
濟
學
方
法
^

に
於
セ
も
ー
火
贯
献
ぞ
爲
し
た
。
”

方
1-

的
均
*

馨

コ
.
‘ン
.
ト
0:

實
證
骄
墩
の
.內
而
的
影
響
に 

よ
っ
て
精
密
科
學
の：

庫
固
た
る
核
心
■̂
.
_

诚

す

べ

き

純

經

濟

關

係

00
.
完

成

に

阬

げ

ら

れ

た

。
，

:1
1
'
:に
均
衡
論
に
於
'け
る
_

構
成
並
び
に

所
得
分
配
の
問
題
は
ス
ぺ
シ
サ
ア
の
逝
化
論
.の
菸
獄
を
ぅ
く
る
噩
大
で
ぁ
る
が
、
そ
の
_

物
論
的
‘

機
械
論
.的

轉

向$:
.
.
企

せ

そ

ゐ

る

も

• 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

•
-
.
.
, 

, 

- 

■ 

' 

.
 
.
 

•
-
.
.
.

の
が
多
い
。 

つ

：， 

一
.

:

..
- 

.

ス
ベ
ン
サ
ア
の
快
樂
龙
義
的
功
利
主
義
は
_
又
：ジ
ノ
ボ
ン
ス
.!
,
.の
傅
統
を
II
-
ぐ
ケ
ン
ブ
リ
ッ
、デ
學
派
に
.於
て
火
な
る
.役
割
を
演
じ
て
ゐ 

る
。
今
=

に
記
る
ま
た
»-

樂
主
義
的
功
利
生
_

の
傅
錄
は
英
國
經
濟
學
の
出
發
點
.ど
考
ぺ
-̂

れ
^

ゐ

る

の

：で
あ
：る

が
就
中
シ

'
ジ

：,
ケ
ィ
ゥ

i

, 

ク
は
功
利
生
義
を
直
费
主
義
と
經
驗
虫
義
と
の
栽
'礎
に
®

S

た
點
に
於
：て
功
利
虫
義
の
歷
史
に
姐
要
な
寄
與
を
爲
し
た
デ
他
方
同
機
に 

.そ
の
經
濟
思
潮
は
限
见
效
用
擧
說
と
古
典
學
派
の
修
11
1

と
を
基
調
と
0

從

つ

亡

そ

の

货

擧

的

背

景

と

し

て

功

利

主

義

.と

快

樂

主

義

と

を 

.
有
し
て
ゐ
る
米
國
の
妻
學
に
於
て
は
、
傅
銃
的
な
樂
觀
主
義
的
栽
調
を
有
す
る
點
に
そ
の
特
異
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
樂
觀
生
義 

は
.ジ
ョ
ナ
ザ
ン
|

エ
ド
ヮ
-/

丨
ド
の
神
學
的
形
而
上
學
的
硏
究
、
フ
ラ
ン
：ク
リ
ン
の
向
然
科
學
的
见
想
に
ま
で
遡
る
セ
と
が
出
來
る
が
、

.

.

更
に
そ
れ
は
例
へ
ば
ク
ラ
ア
ク
的
分
配
論
に
於
け
る
限
界
生
產
カ
說
の
儉
理
的
介
在
等
に
表
は
れ
て
ゐ
る
。

-

,

經
濟
锊
學
は
經
濟
的
認
_

の
論
理
的
性
質
に
關
す
る
此
判
时
,

忆

ょ

：
つ

七

大

い

に

そ

の

：發

勝

を

刺

@

さ
れ
た
の
で
ぁ
る
が
、
此
の 

- 

點
に
於
て
新
カ
ン
ト
瓔
派
吹
ー
一
夺
派
バ
一
%

.
シ
感
派
と
マ
ー
ルK

ル
，
グ
學
派
の
貢
献
は
大
で
あ
一
る

o
:
ヴ
.
ィ

ン
デ
ル.バ
シ
ー
ド
に
ょ
づ
：
て

間 
:
{

'

拓
さ
れ
、
リ
グ
ヶ
ル
ト
に
ょ
つ
て
發
展
せ
し
36
.
ら
れ
た
自
然
科
學
ど
文
化
科
學
の
方
塗
|

盼

區

分

、
^;
_
.
ー

舣

に

於

げ

る

先

驗

的

當

爲

の

優
位
は
經
濟
的
認
識
の
新
方
面
を
開
5

た
°:

か
ぐ
し
て
彼
等
は
經
濟
的
文
牝
僙
値
を
先
驗
的
原
理
と
し
、
經
濟
的
認
識
が
惯
値
概
念
の•

:
|

;
: 

權
成
を
行
ふ
論
规
的
機
能
を
榆
討
せ
ん
と
し
た
？
他
方
コ

.

1

ヘ
ン

>

:

ナ
K ;
'

ル
プ
、」

力
：ズ

の
認
識
の
成
立
を
眺
究
す
る
事
；で
比
な
し
に
、
科
學
的
^

#

に
對
ず
る
_

理
的
紙
#

^

1
明
由
求
め
ん
と
1>
.
、
經

濟

理

論

の

範

閻

に

於 

—

■

"て
大
な
る
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
。
こ
の
點
か
ら
カ
ツ
セ
ル
は
實
證
的
實
用
主
義
的
見
地
が
强
く
且
つ
リ
ー
ル
、
キ

-
ル
ぺ
等
の
現
實
主

ニ.
' 

. 

.

.

. 

-

--
: 

'義
$

の

影

響€»
;

下
に
立
つ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
が
、

マ.
じ
ル
ブ
.
ル
グ
擧
派
の
.根

本

原

理

?:

そ
(0
!

栽

礎

に

藏1,
:て
ゐ
る
。
：
反
^

| 

. 

.マ'

.ン
ぼ
明
ら
が
に
リ
ッ
ケ
众
ト
、
ー
ミ
ユ
ン
ス
テ
ル
ぺ
ル
グ
、
及
6

マ
ッ
ク
ス
；
ウ
デ
ー
パ
卞

.

,.
,
グ
學
派
の
重
要
な
る
思
想
を
受
け
繼
い
で
ゐ
る
點
に
於
て
、
彼
の
祈
衷
的
特
微
が
見
ら
れ
.
る
.。

彼

に

從

ぺ

，
ば

规

論

と

.は

磁

當.
^
 

ン
れ
た.同

ニ

性

の

ー

原

則

即

屢

用

と

效

用

と

の

比

鉸

に

泰

^

だ

經

^

*

氧<0
:

_

齋
« :

歌

識̂

あ

海$

令

^

て

經

濟

幣
經
濟

.

の.
.瑰
象
に
求
今
、ゴ
”

セM
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ニ)
乍
然
マ
ー
.
ル
.
ブ
ル
グ
學
派
の
認
識
論
的
見
地
.
は
社
會
的
法
的
學
派
( 0
:
.巨
頭
.
シ
.ュ
タ
ム」

ス
ー
に
ょ
つ
て
齡
會
哲
學
に
適
用
さ
X

た
o

彼 

は

社

會

篕
Q

特

微

と

し

て

外

的

規

制

f

法

的

秩f

認

め

、

こ

參

的

規

制

に

ょ

：
？

■

生
I

特
殊Q

.

認
識
對
象
と
I

を

得
る
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ル
は
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
雜
礎
の
上
に
經
濟
理
論
を
發
展
せ
し
め
、

シ

’

ト
ル
ツ
マ
ン
は「

金
體
的
思
想J

と 

|

倫
理
的
考
量
と
か
ら
經
濟
哲
學
の
體
系
に
到
達
し
そ
ぅ
と
钦
し
た
0

社
會
的
法
的
觀
察
方
法.

に
衣

.

る
も
：の.

で
：私
る
が
、

一
面
バ 

丨
デ
ン
學
派
の
論
理
的
概
念
權
成
を
採
り
入
れ
る
、こ
と
に
ょ
つ
て
ア
モ
ン
は
方

：

法
論
爭
に
於
て
有
益
な
：る
仲
介
者
の
役

割

を

演
じ
て
ゐ

•

る

。

-'
>

シ
ネ
タ
ム
ラ
ー
め
社
會
锊
學
に
於
け
る
目
的
論
的
傾
时
と
幾
多
の
接
觸
點
ヒ
有
し
、
獨
邀
觀
念
論
殊
に
浪
曼
的
锊
學
の
流
れ
を
汲
.む 

經
濟
哲
學
思
想
.は
現
今
シ
-

パ
シ
に
ょ
つ
.て
代
表
さ
れ
て
ゐ
る
？
尙
彼
の
普
錮
主
義
哲
學
に
於
て
は
、
ド
リ
ー
シ
ュ
に
於
け
る
有
機
的 

全
體
的
目
的
論
的
思
想
が
道
要
な
役
割
5:
'

演
じ
.
.て
ゐ
る
。

.

y

そ
の
！1
に
米
國
に
於
て
は
制
度
、囊

派

が

シ

ュ

。ハ

.

ン
及
び
歷
史
學
派
殊
に
.ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
の
有
機
的
思
想
の
影
響
の
下
に
新
倾
向 

と
し
て
發
展
し
た
。
軍
に
制
度
主
義
者
は
新
心
现
學

——
そ
の
源
痕
に
於
：て
英
國0
聯
想
心
理
學
と
獨
逸
(0̂
^

• 

—

■

■

の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る0
人
問
社
會
比
無
娘
に
發
展
す
る
心
理1
§

§

で
あ
り
、
理
性
は
行
爲
に
，於
て
選
擇
的
な
役
割
を
演
ず
る 

も
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
行
爲
形
成
の
上
に
於
け
る
理
性
の
影
響
は
文
化
の
高
ま
る
と
共
に

.

增
大
：し
、
こ
^

に
人
問
の
適
合
性
が
區
別 

し
得
ら
れ
る
o

此
の
場
合
に
は
快
證
義
の
理
論
に
於
け
る
や
ぅ

.

に
初
め
か
ら
會
谝
妥
當
的
な
理
性
の
法
則
が
走
め
ら
れ
、
欲
望

-

.

_

的
、
手
段
、
個
人
行
爲
の
範
圍
方
向
等
は
絕
ぇ
ず
多
角
的
：に
變
化
發
展
す
る

「
§

め
§

|

备

3

の
：
_

數

と

奢
 

の
經
濟
行
爲
と
經
濟
組
織
，
環
境
に
關
す
る
相
：
關
係
の
認
識
於
制
度
虫
義
派
の
課
題
で
：あ
る

C
'

'

.

.

:

 

,

上
に
於
て
經
濟
理
論
0

哲
學
的
菽
礎
付
.げ
に
0

い
：：て
0/

爽
的
發
«:
0

跡
を
た
ど
.つ
.た
0

經
濟
理
論
は
經
濟
現
象
の
疋
當
1

^

^

I1
^

的
と
す
る
本
の
で
あ
み
0-

に

鍊

し

、
：經

濟
.政

觉

ば

社#-
的

目

的

；：に
對
：

.し
：.て
»

心
.を

有

ず

る:0
'

從

つ

て

理

論̂
於
，て

は

对

學

的

象

察

は 

認
識
論
的
觀
點
と
し
て
表
は
れ
る
が
、
政
策
的
回
的
設
定
に
於
て
は
直
«

;1
|
1
:界
觀
的
說
_

に
依
存
す
る
6

第
一
一一
章 >

 

經
濟
政
策
思
潮
の 

1|
±

坭
觀
的
出
發
M

J
は
こ
：の
經
濟
政
策
の
张
界
觀
的
說
明
の
意
義
に
關
し
て
ゐ
る
。

.'
:
:

經
濟
政
策
の
：地
位
が
依
#

す
るQ

は
一
般
世
#

M

に
於
け
る
一
一
一
つ
の
#

學
的
耍
素
に
か
、
る
。
.
即
ち
#

神
的
及
.び
翁
質
的
世
#
の
ホ 

質
、：
源
泉
、
過
程
、
並
び
に
同
的
に
つ
い
て
の
考
察
に
從
つ
て
そ
0

^

.而
上
學
的
^

15
1
、
'
生
|

的

の

_

達

に

對

す

る

偷

理

的

极

本

^
 

題
、
而
し
.て
社
會
的
存
在
と
し
て
人
|
|社
會
に
つ
.ぃ
て
の
觀
念
即
ち
社
#

难
學
的
考
察
の
上
に
種
々
.為
る
政
策
的
目
的
設
究
、異
な
れ
る 

經
濟
政
策
的
傾
向
が
坐
じ
て
.來
る
の
m

あ
る
。
世
界
^

は
直
接
叫
接
^

支
配
的
对
擧
思
潮
に
歸
着
す
る
も
の
で
あ
名
か
ら
、
經
濟
政
策 

的
因
的
設
宛
へ
.の
影
響
は
結
局
.'?
:

れ
等1

二
つ
の

折
：：

學

的

耍

素

の

範

圆

に

相

應

す

る

も

.：の

で

あ

り

、

こ
.の

要

素

の

間

題

範

圍

に

異

な

れ

る 

觀

點

はFi
:
1來

す

る

の

で

あ

，る
。

：

' 

V

 

:

»

.■

例
へ
ば
'吾
々
は
ブ
ラ
ト

1
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
於
，て
觀
念
論
的
有
機
的
觀
點
か
ら
價
値
多
き
經
濟
铒
學
學
的
思
索
を
見
得
石
の
' 

で
.
あ
る
が
、::
'
尙

そ

れ

は

形

而

上

：學

的

特

徵

の

箸

し

: ^

經
濟
政
策
思
潮
の
^

^

し
.て̂

^

れ
-?
1

ゐ
”
る
。

.

.

ぐ

.

.
'

中
世
に
於
け
る
.支
配
的
思
想
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
敎
の
中
に
は
又
形
而
上

'學
的
要
素
の
.强
く 
<娶
中
れ
て
ゐ
る
.の
を
見
る
？
即
ち
そ
の
极 

本
思
想
は
來
世
の
.観
念
.で
あ
り
、
俗
世
は
そ
の
前
描
と
し
て
見
ら
れ
.て
：ゐ
る
。
こ
: 0

:蔑
視
ず
べ
が
俗
的
生
活
に
於
セ
は
唯
純
な
る
キ
リ 

ス
ト
敎
的
愛
に
4

り
て
導
か
る
る
と
な
す
倫
现
的
觀
念
.
が
、
来
世
の
形
.而
上
學
的
思
想
と
結
合
し
て
支
配
的
布
機
的
社
會
觀
察
と
し
て 

表
は
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
こ
の
結
艰
經
濟
政
策
は
唯
精
神
的
利
益
の
保
護
に
の

み

向

け

ら

.れ
た
。|1
1

に
物
質
的
#

:の
輕
視
、.キ
リ

ス

ト
敎 

的
愛
、
芨
が
有
機
的
社
會
觀
_は
非
實
行
的
で
は
あ
る
.が
共
產
主
義
的
傾
向
に
近
付
ぃ
た
。
.-

:
へ 

中
世
に
於
け
る
來
世
觀
念
.
の
变
配
か
ら
の
人
間
生
活
の
解
放
に
對
す
.る
.努
ヵ
に
於
て
近
世
初
期
の
.
思
想
の
特
質
が
表
は
れ
て
ゐ
る
。

H
^
w
r
t
o 

.

.

.
1

〇
.五
，.

.(

1

四
.
.七
.
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0
0

 

M

^

^

M

.
 

- 

”
0
」、

.

へ.
l

^

u

?

*

)

こ
の
新
時
代'

に
於
け
る
改
范
運« )

に
は
，̂1
然
科
學

.

の
著
し

_

き
«

步
.

が
與̂

^

力
あ

'

る
も
の
と

S

ふ
こ
と
：：が
出
來
る
で'

あ
ら
ぅ
。
か
く
て 

V

マ'

キ
ア
ヴ
01
丫
は
こ̂

指
導
的
な
新
精
神
の
で
に
吶
衡0:
衔
機
的
社

#

稱

に

對
.1
>

'

て
有
機
的
國
家
觀
念.

を
發
展
ぜ.

し
办
た
0
中
佌
の
精 

，
神
的
: ^

:

俞

的

顧

力

は

俗

的

物

權

カ

：

： H

對

立

み

®
.
^
な
き
ホ
か
觀
が
の
設
定
と
確
保
と
奋
經
濟
學
の
聰
圓
に
於 

今
そ
の
具
體
的
手
段
と
し
て
：の
現
は
れ
ば

m

商
主
義
で
あ
る
今 

:
.

、斯
く
し
て
國
家
が
党
全
な
る
獨
立
、
向
山
、

統
：：

1
6*

礎
の

*

に
來(

國
民
が
道
德
的.

に
文
化
的
に
め
^
高
い
發
展
段
階
に
到
達
す
る 

に_

つ(

て
國
民
的
思
想
は
益*

火
な
る
反
響
を
喚
，び
起
す
に
至

.

つ
た
。
こ
：、
に
は
フ
ィ
ヒ

M

r

の
煽
動
的
文
書
に
於
け
る
，愛
國
の

.

精
；

1
：

の
强 

調
歷
史
辨
學

'

に
於
げ
る
發
瞵
的̂

.

潮
の
强
き
支
持『

或
は

.

リ
ス
：ト
の
：

「
.

國
民
主
義
政
治
經
濟
學

」

等
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
更
に
こ
れ
_
は 

保
護
關
税
の
辯
誰
に
對
す
る
種

.

々
な
る
論
據
、•:

フ
7
ッ
シ
：ス
ト
的
經
濟
政
策
、
：，國
揭
社

#

主

義

的

觀

點{̂
;
一

 

聯
の
連
鎖
を
持
つ
ヒ
ゐ
る
。

:
:

こ
れ
等
に
對
し
て
倫
理
的
觀
點
を
强
調
す
る
も
の
と
し
て
英
國
功
利
生
義
の
遒
德
辨
學
の
上
に
立
つ
て
經
濟
的
向
ぬ
主
義
の
批
判
を 

.

爲
さ
ん
と
し
た
シ
ス.

モ
シ
デ
ィ
が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
？
彼
は
最
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濟
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蒸
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又
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濟
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潮
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蒙
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又
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濟
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れ
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華
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蜇
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ら
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蒙
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す
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限
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,ux.rtî
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範
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濟
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濟
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濟
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濟
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應
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濟
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概
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史
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濟
莉
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か
史
的
發
興
を
簡
潔
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叙
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し
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と
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ル
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濟
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史
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濟
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叙
述
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濟
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史
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